
（
１
ペ
ー
ジ
よ
り
続
く
） 

身
近
に
あ
る
寺
で
す
が
、
遠
い

昔
に
行
っ
た
き
り
で
、
最
近
は

行
っ
た
こ
と
の
な
い
人
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

３
６
０
度
首
が
回
る
と
い
う 

首
振
り
地
蔵
や
、
幕
末
期
の
尊

王
攘
夷
派
の
僧
侶
月
照
の
墓
に

つ
い
て
ま
ず
説
明
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
有
名
な
舞

台
へ
上
が
り
、
舞
台
か
ら
音
羽

の
滝
へ
行
く
道
中
で
冠
雪
し
た

愛
宕
山
も
く
っ
き
り
と
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
東

北
蝦
夷
の
武
将
の
碑
に
つ
い
て

も
説
明
さ
れ
、
今
ま
で
あ
ま
り

気
に
と
め
な
か
っ
た
石
碑
に
も

改
め
て
い
ろ
い
ろ
な
歴
史
が
刻

ま
れ
て
い
て
、
清
水
寺
の
意
外 

    

昨
年
８
月
か
ら
12
月
に
行

わ
れ
た
第
15
回
向
日
市
観
光

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
永
田
一

良
さ
ん(

向
日
市)

が
向
日
市
観

光
協
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
、
２

月
13
日
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

阪
急
電
車
の
西
向
日
駅
を
題

材
に
し
た
「
桜
咲
き
誇
る
駅
」

が
入
賞
し
、
観
光
協
会
長
賞
は

市
長
賞
に
次
ぐ
特
別
賞
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

な
側
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

 

次
は
正
面
通
り
の
耳
塚
で
説

明
を
聞
き
、
秀
吉
が
朝
鮮
出
兵

を
し
た
と
き
に
敵
国
兵
士
の
体

の
一
部
を
祀
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
す

ぐ
近
く
の
豊
国
神
社
で
は
、
大

き
な
釣
鐘
に
徳
川
家
康
の
怒
り

に
触
れ
て
大
阪
の
陣
を
引
き
起

こ
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
「
国
家 

安
康
・
君
主
豊
楽
」
の
文
字
が

見
え
ま
す
。
い
つ
の
間
に
か
昼

に
な
り
、
京
都
平
安
ホ
テ
ル
で

昼
食
、
疲
れ
と
お
な
か
を
い
や

し
ま
し
た
。 

 

昼
の
部
は
、
ま
ず
千
本
釈
迦

堂
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る

大
報
恩
寺
で
す
。
年
末
の
風
物 

    

 

 

詩
と
し
て
大
根
炊
き
が
有
名
で
、

た
び
重
な
る
戦
禍
に
も
奇
跡
的

に
免
れ
、
京
都
で
一
番
古
い
木

造
建
築
と
の
こ
と
で
、
柱
に
は

応
仁
の
乱
の
と
き
の
生
々
し
い

刃
傷
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
本
堂
の
横
に
は
多
く
の

お
多
福
が
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

本
堂
造
営
の
際
の
棟
梁
の
妻

「
お
か
め
」
に
由
来
す
る
と
の

こ
と
で
す
。
宝
物
館
に
は
多
く

の
貴
重
な
国
宝
の
仏
像
な
ど
が

並
べ
て
あ
り
ま
す
。 

 

最
後
は
東
寺
で
、
粉
雪
の
舞

う
中
、
五
重
の
塔
を
背
景
に
全

員
で
記
念
撮
影
後
、
五
重
の
塔

の
中
へ
入
り
ま
し
た
。
東
寺
の

塔
は
四
度
の
焼
亡
に
も
か
か
わ

ら
ず
そ
の
都
度
再
建
さ
れ
、
今

日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
日
本
一

の
高
さ
を
誇
る
こ
の
塔
を
今
ま

で
幾
多
の
地
震
か
ら
守
り
抜
い

た
「
心
柱
」
が
印
象
的
で
し
た
。            

国
宝
の
金
堂
で
は
薬
師
如
来
、 

日
光
、
月
光
菩
薩
が
我
々
を 

敬
虔
な
雰
囲
気
に
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
講
堂
の
多
く
の
仏
像 

が
我
々
を
圧
倒
し
て
い
ま
し 

た
。 今

回
は
、
身
近
に
あ
る
ふ 

だ
ん
通
り
過
ぎ
て
し
ま
う
京 

都
の
寺
院
の
奥
深
さ
を
改
め 

て
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま 

し
た
。
前
田
順
子
さ
ん
に
は 

寒
い
中
、
心
ゆ
く
ま
で
ご
案 

内
を
い
た
だ
き
、
大
変
あ
り 

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。  

                                 

                                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

京  都  支  部  だ  よ  り 2012年４月1日 （２） 

 

【支部異動情報】(敬称略) 

 会員数 入会･転入･転出･その他 

 

  

11 

 

月 

1,246 

入会 3 

 

退会 1 

死亡 4 

 

転入 1 

転出 1 

 

<入会> 江本憲文・北川正二 

    小守好一 

<退会> 羽賀貞子 

<死亡> 國信太郎・小林章二 

        永嶋健一・藤川ツヤ 

<転入> 濱渕泰行 

<転出> 池田進次 

12 
 
月 

1,252 

入会 5 

 

死亡 1 

転入 2 

 

<入会> 木村和美・藤田 潔 

松本史朗・宮垣茂樹・山本和美 

<死亡> 梅田登久子 

<転入> 澤井昭八・細山日出男 

 

１   
 
月 

1,260 

入会12 

 

 

 

 

死亡 4 

 

 

<入会> 片山祐一・福永政敏 

河野幸雄・奥村嘉規・川成隆之 

新谷伊佐雄・田中義人・田口利三 

井口幹夫・土家憲造・平岡 巧 

西脇憲司 

<死亡> 浅野郁二・岩川仁作 

    清水 貢 

<うち１名記載遠慮の申し出あり> 

 【地区委員担当地区及び連絡先】            ※ 京都支部だより編集委員  
 担当地区 地区委員 電話番号  担当地区 地区委員 電話番号 

 

東

分 

会 

 

北区･左京区 

中京区･上京区・西京区(東) 

下京区･南区 

東山区･山科区 

伏見区（東） 

伏見区（中） 

山科･南･伏見区(中･東) 

中京・右京・西京区(東･西) 

北･左京･上京･下京･東山区 

大江 正彦 ※ 

西脇 武和 

丹羽  弘 ※ 

波多野善昭 

冨上 博美 

萩原 慶一 

今田さち子 ※ 

森岡 早苗 

舌 よし江   

075-752-0207 
075-801-4626 
075-314-2139 
075-502-7921 
075-573-0801 
075-571-4851 
075-592-9370 
075-802-1435 
075-761-0509 

 

西

分

会 

府下北部(女性会員を含む) 

向日市･大山崎町 

西京区(西)･長岡京市(西) 

長岡京市(東) 

右京区 

伏見区(西) 

長岡京市(東･西)･向日市･ 

伏見区(西)･大山崎町 

◇女性地区委員は女性を担当 

畑  侍郎 ※ 

永田 一良 

住山  博 

齊藤  弘 ※ 

高橋 正明 

照井 久夫 

徳野千恵子 

  〃 

0771-23-6452 
075-922-3247 
075-331-3147 
075-954-0170 
075-881-3318 
075-932-2428 
075-956-6303 
   〃 

 

【2012年度支部行事計画】 

月 日 曜 行 事 名 

4 10 火 新会員歓迎懇談会 

5 22 火 支部年次総会 

 6 16 土 社会見学会 

 9 下 旬 秋のレクリェーション 

9月～11月  友愛訪問 

10 9 火 新会員歓迎懇談会 

社会貢献活動 長岡京竹林保全活動 

 鴨川を美しくする会 

 

【同好会活動】<スケジュール> 

京都歩こう会 第4又第2金曜日 

ゴルフ同好会 4･6･9･10･11月 

第1木曜日 

麻雀同好会 第2･第4木曜日 

グラウンドゴルフ同好会 毎週水曜日  

二火会(ツーカーの会) 第2火曜日 

京都･学ぶ会 5/14･7/9･9/24(月) 

絵手紙同好会 第2･4火曜日 

ボウリング同好会 第3木曜日 

 

  

向
日
市
観
光
協
会
長
賞
を
受
賞 

観光協会長賞の「桜咲き誇る駅」 

京都再発見バスツアーに参加の皆さん 


